






Investigation on the St:ructure Damages 
Caused by the N agano幽KenSeibu Earthqua匙e
in September， 1984 
Teruo ODAKA， Motoomi OGA T A， 
Mistuo NAKAMURA and Hisayuki OKADA 
On September 14， 1984， the west area of Nagano prefecture was affected by the earthquake 
which was of M 6.9 in magnitude. 21 casualties were su任eredand， 427 houses were destroyed and 
damaged. The seminar house，マAMANO-IE'owned by AICHI lnstitute of Technology， onthe 
mountainside of the Ontake， which is 2.5 km away from the seismic center， was a also damaged 
In this pap巴r，the outline of the damages by this earthquake is reported and， the problem of 









(2) 震央:長野県西部 N35.80 E 137 S 





















初期微動 初動方向 最 大
発震時分秒 記 事
度 時 問 上下 水平 全振幅
飯 田 4 08時 48分 57.3抄 8.2 主 NNW UD 皿 59型振り切れ7.1 強震計による
諏 訪 4 08 49 
松 本 3 08 49 02.8 8.8 + NE EW29.8 強NS震綴計り切れ
長 野 3 08 49 08.5 14.1 + EW22.6 59型震計振り切れ強 による
軽井沢 2 08 49 10.x 10.x EWZ7.2 強震計による
UD方向
NS方向
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よご1j玉 山 大 開 日 木 楢滝 岳 ロ 桑 回 義 祖 }I¥ 
村 村 村 村 村 村 村 村
人 死 者人 8 
的 行方不明者 21 
被 1 
害 軽傷 4 
住
全 填擁 12 
建 半 壊 86 
家







害 一部破債 331 36 38 30 4 7 5 
非住家被害 69 12 2 
道路損壊箇所 108 55 24 1 
橋梁流失 2 
堤防決壊
山(がけ)崩れ 17 14 11 3 3 
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名古屋市市民休暇村 RC 3 
王滝中学校 校舎 木造 2 
渡り廊下 S l 
ポンプ室 木造 1 
屋 5 1 
警察官駐在所 木造 1 
ヵー ソリンスタンド プロック 1 
集合住宅 s 2 
屋 RC 2 

















被 害 状 況
(1)エキスパーションジョイント部の破損























































































のと思われる(写真 8 )。写真 9は， 2階ズ井裏の筋














写真 2 玄関前の筋かい座屈 :H皆
図-]0 写真保影場所
写真一 5 筋かい座屈による ALC板の破損
写真一 3 1階の筋かい座屈
写真一 6 筋かい座屈による基礎
写真一 4 2階洗面所前の筋かい座屈 コンクりートの損傷
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る。図 IIは設備配管の状況(写真 14， 15)から推察
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図-15 2階天井裏伽‘いの詳細図 ι~_- IL--JLー JL--JL-JI
従って設計されたものであり，新法令に基づいた2階の附 議_u u u u u 
設計用地震荷重よりも小さい地震荷重を用いて設計され しmlmlmG14ml
ていたことも，地震力に対する余裕不足を招いてい?一 l 1'9SQQ I I 




































7 m. 6 mの2スパンで水平力はすべて筋かいが負担
する構造である。梁はH-450X200X9 x14.柱には.H
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